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２２月月３３日日、、栗栗沢沢神神社社ににてて
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　岩見沢市、北村、栗沢町との合併に関する町民アンケートを多くの町民のみなさんのご協力
をいただき実施いたしました。
　アンケートの開封・集計にあたりましては、空知中央地域合併協議会栗沢委員の立会いのも
とで行われ、合併を肯定するお答えが７２.７％を占めました。
　詳細は次表のとおりです。

　以上の結果を町議会市町村合併問題調査特別委員会並びに空知中央地域合併協議会
栗沢委員会に報告するとともに、「町として町民みなさんの意思を尊重します」との意向
を表明し、了承されました。

町民アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。

回答率（％）枚　　数回答内容（質問１）

７２.７
４４.８１,７９４１　賛成である
２７.９１,１１９２　どちらかといえば賛成である

２５.５
１１.７４６７３　どちらかといえば反対である
１３.８５５１４　反対である

１.４５５５　その他
０.４１８無　　　効

１００.０４,００４合　　　計

１　対象総数　６,２０８枚(発送数６,２４１枚うち宛先不明で返送されたもの３３枚）

２　回収総数　４,００４枚（回収率　６４.５％）

３　回収内訳
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　３市町村が実施いたしました市町村合併に関するアンケート調査の結果、それ
ぞれの市町村で合併を肯定する回答が多数を占めたことから、合併に関して調整
をした事務事業などをまとめた「合併協定書」に、２月２５日それぞれの市町村長が
署名をいたしました。
　この調印式は、北海道の代表者を始
め空知中央地域合併協議会委員の立
会いのもとに行われました。
　この調印が行われたことにより、今
後はそれぞれの市町村が３月定例議
会に合併関連議案を提案することと
なります。

合併協定書に
署名する山田町長

▲ ▲左から、山田栗沢町長、渡辺岩見沢市長、山本副知事、
村上村長
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空
知
農
業
共
済
組
合
組
合

長
理
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

松
本
金
次
さ
ん
（
砺
波
・　
６６

歳
）
が
、
２
月　

日
京
王
プ
ラ

１０

ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
北
海
道
産

業
貢
献
賞
（
農
業
共
済
事
業

功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た

り
農
業
共
済
組
合
の
組
織
育

成
と
運
営
の
向
上
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

松
本
さ
ん
は
、
昭
和　

年
６０

4
月
か
ら
空
知
中
央
農
業
共

済
組
合
総
代
と
な
り
、
平
成

　

年
か
ら
平
成　

年
2
月
ま

10

16

で
、
同
組
合
長
理
事
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
空
知
管
内
農
業

共
済
組
合
長
会
会
長
、
道
央

管
内
農
業
共
済
組
合
長
等
協

議
会
副
会
長
、
北
海
道
農
業

共
済
組
合
連
合
会
理
事
を
歴

任
し
、
昭
和　

年
の
岩
見
沢

60

市
・
三
笠
市
・
栗
沢
町
・
北

村
・
月
形
町
を
エ
リ
ア
と
す

る
農
業
共
済
5
組
合
の
合
併

並
び
に
平
成
3
年
の
美
唄
市

農
業
共
済
組
合
と
の
再
合
併

に
よ
る
組
合
の
広
域
組

織
化
に
携
わ
り
、
機
構

改
革
と
運
営
基
盤
の
強

化
及
び
組
合
財
務
の
改

善
に
務
め
、
家
畜
共
済

制
度
・
畑
作
物
共
済
制

度
等
の
改
正
に
伴
う
事

故
除
外
方
式
や
麦
災
害

収
入
共
済
方
式
な
ど
を

導
入
し
共
済
加
入
の
選

択
肢
を
広
げ
る
な
ど
、

地
域
農
業
の
経
営
安
定

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　北海道農業士に日笠和良さん(小西・４０歳)が認定され、２
月１７日、札幌全日空ホテルで称号の贈呈が行われました。
　農業士は、経営改善に意欲的に取り組む地域の若きリー
ダーとして誇りと意欲を持って活躍いただけるよう農業者
を認定するものです。
　町内では、日笠和良さんは３人目の農業士として今後の
活躍が期待されています。

　北海道指導農業士＝尾�優一さん（砺波・平成元年度）
　　　　　　　　　　杉村義一さん（由良・平成１２年度）
　　　　　　　　　　堀田敏孝さん（必成・平成１５年度）
　北海道農業士　　＝横井和浩さん（必成・昭和６２年度）
　　　　　　　　　　舘田　清さん（砺波・平成１５年度）
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▲農業士　日笠和良さん
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空
知
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
岩
見
沢
市
）
に
勤
務
す

る
泉　

征
三
郎
さ
ん
（
南
本
町　
　

歳
）
が
、
本
町
で

５９

初
め
て
と
な
る
（
全
道
で　

人
目
、
空
知
管
内
４
人
目
）

２９

日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
認
定
の
樹
木
医
の
資
格
を　

月
7

12

日
、
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

樹
木
医
認
定
制
度
は
、
平
成
３
年
「
ふ
る
さ
と
の
木
保

全
対
策
事
業
」
発
足
時
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
7
年
以

上
の
実
務
経
験
の
ほ
か
「
土
壌
の
診
断
」
等　

科
目
の

１６

一
次
試
験
に
合
格
し
、
2
週
間
の
研
修
後
二
次
試
験
に

合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
難
し
い
資
格
と
な
り

ま
す
。

　

泉
さ
ん
は
、
京
都
や
奈
良
に
は
、
文
化
的
な
社
寺
仏

閣
と
一
体
と
な
っ
て
樹
木
が
あ
る
が
、
北
海
道
で
は
、

大
木
を
開
拓
の
邪
魔
者
扱
い
し
て
き
て
、
地
域
と
し
て

き
ち
ん
と
保
存
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

現
在
残
さ
れ
て
い
る
古
木
を
保
存
し
て
い
く
に
は
、

枝
の
切
り
方
で
も
現
代
樹
木
医
学
が
有
り
、
予
防
医
学

的
に
衰
退
を
防
ぐ
手
法
を
施
す
こ
と
が
必
要
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

3
月
末
で
セ
ン

タ
ー
を
定
年
退
職

さ
れ
ま
す
が
、
以

後
も
地
域
で
の
緑

化
活
動
に
励
み
た

い
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
、
町
広
報
で

4
回
程
度
の
記
事

の
掲
載
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の

で
楽
し
み
に
し
て

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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町職員の給与は、町議会の審査を経て、条例で定められています。
町では、厳しい財政事情にかんがみ、平成１５年度から平成１６年度

の２年間にわたり、期末・勤勉手当について町長は２０％、町長以外
の特別職は１５％、職員の管理職は１０％、一般職は８％をそれぞれ減
額して支給しています。
支給される給与の詳しい内容についてまとめてみました。

＊人件費には、特別職（町3役・議員・各種委員）に支給する給料・報酬・共済費等を
含みます。。

����������������	
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前 年 度 の
人 件 費 率

人 件 費 率
（Ｂ/Ａ）人　件　費（Ｂ）歳 出 総 額（Ａ）

21.7 ％21.3 ％1,091,965千円5,137,863千円

*職員手当には退職手当は含まれていません。
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一 人 当 た り
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

給 与 費
職員数（Ａ）

計（Ｂ）期 末 ・ 勤 勉
手 当職 員 手 当給 料

6,202千円750,383千円178,548千円87,910千円483,925千円121人

経 験 年 数 別 平 均 給 料 月 額平 均 給 料

月 額
初 任 給区 分 ２０年以上

２５年未満
１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満

391,600円331,200円290,700円320,000円170,700円大学卒
一般行政職

348,200円320,000円246,300円351,400円138,800円高校卒
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報 酬 月 額区 分給 料 月 額区 分

290,000円議 長800,000円町 長

232,000円副 議 長650,000円助 役

189,000円議 員600,000円収 入 役

600,000円教 育 長

期末手当の支給割合期末手当の支給割合

12月 4.40月分６月 2.10月分   　　12月 2.30月分
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内 容手 当 名

①配偶者 １3,5００円
②扶養親族（配偶者を除く）

１人目 配偶者がいない場合１１,０００円、配偶者が扶養手当の支給対象になっていない場合６,５００円
２人目 ６,０００円 ３人目以降 5,０００円

③満１５歳に達する日後の４月１日から満２２歳の３月３１日までの間の子 ５,０００円加算

扶 養 手 当

①家賃の額が１２,０００円を超える借家等の場合 家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
②持ち家の場合 １０,０００円（町内） ４,５００円（町外）

住 居 手 当

①交通機関利用者 運賃の額４５,０００円までは全額支給、それを超える場合は、５０,０００円を限度に支給
②自動車等使用者 通勤距離に応じ２,０００円～１６,２００円の範囲で支給

通 勤 手 当

給料月額の８～１０％の範囲で支給管 理 職 手 当

危険、不快、不健康等の特殊な業務に従事する職員に支給   主なものは、犬取扱作業手当など特 殊 勤 務
手 当

正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた職員に支給超 過 勤 務
手 当

職制上の段階、職務の
級等による加算措置有

期 末 手 当

勤 勉 手 当

退 職 手 当

世帯区分、扶養親族の数に応じて11月～3月まで支給　月額　９,２８０円～３７,０６０円寒 冷 地 手 当
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１２月期　１．60

１２月期　０．70
６月期　１．40

６月期　０．70
計　３．00月分

計　１．40月分

月分

月分

月分

月分

１６年４月１日現在の職員数は１８３名です。
ただし、この中には町三役（町長・助役・収入役）は含まれていません。
なお、町職員の定数は、条例で上限が定められており、その総数は２１８名となっています。
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対 前 年 増 減 数（人）職　員　数（人）区　分

部　門 平成１６年平成１５年平成１４年平成１６年平成１５年平成１４年平成１３年

３３３３議 会
一

般

行

政

１△４３０３０２９３３総 務

５５５５税 務

△１１△１１６１７１６１７農 水

３３３３商 工

△２△３２１４１６１９１７土 木

１△２７７６８民 生

△１１１５１５１６１５衛 生

△３△１△４９３９６９７１０１小 計

△２△２２０２０２２２４教 育特

別

行

政

１８１８１８１８消 防

警 察

△２△２３８３８４０４２小 計

△１△１△１４０４１４２４３病 院公

営

企

業

等

４４４４水 道

△１２２２３下 水

△１　６７７７そ の 他

△２△１△２５２５４５５５７小 計

△５△４△８１８３１８８１９２２００合 計

退職手当は、職員の給料月額に応じた負担

金を支出することにより、北海道市町村職

員退職手当組合から支給されています。

注)勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

勧奨・定年
２８．08７５

４３．33５

６０．99

６０．99

月分
月分
月分
月分

自己都合
２１．０

３３．７５

４７．５

６０．０

月分
月分
月分
月分
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　１月２２日、保健福祉センターで、平成１６年度の「健康づ
くりスタンプラリー」のお楽しみ抽選会が行われました。
　指定行事に参加されスタンプを集められた約３０名のう
ち１０名の方に、健康づくりグッズが賞品として、手渡され
ました。
　また、抽選会後、「元気Deスマイルクラブ」主催による
「そば打ち体験」も行われ、打ち立てのそばを賞味してい
ました。

��������	
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　2月１９日、栗沢小学校体育館において、「第１６回栗
沢小学校金管バンド部定期演奏会」（部員29名部長田
畑汐梨）が行われました。
　会場には、父兄や金管バンドの卒業生など多くの
方が集まり、用意した席が足りなくなるほどでした。
　コンクールでの金賞受賞曲や日本民謡、卒業され
る6年生のパートソロなどが演奏され、会場からは、
アンコールの拍手が鳴り止みませんでした。

� � � � � � � �

　2月１３日、町民センターで「くりさわ青年協議会（会
長　善生さおり）創立５０周年記念式典」が開催され
ました。
　式典では、第４１代から５０代の歴代会長に感謝状が
手渡され、町長・議長など来賓より祝辞が述べられ、
多くの来賓や栗沢町青年ＯＢ会の方々の出席の中、
盛大に行われました。

　１月２９・３０日、栗沢町工芸館で、「陶芸教室」が行
われ、参加された６組の親子の皆さんは、粘土を丸
めたり伸ばしたりしながら、指導者のお手本を参考
にして、オリジナルのひな人形作りを楽しみました。
　１８ページに出来上がった作品の写真を掲載してい
ますのでご覧下さい。

��������	����

　１月２２・２３日、岩見沢市文化センターで「第26回空知地区管
楽器個人・アンサンブルコンクール」が行われ、栗沢小学校金
管バンドの管打７重奏が、ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙの部に出場、金賞を受賞し、
全道大会への代表権を獲得しました。
　また、２月１３日に帯広市で行われた「全道アンサンブルコン
クール」においても、金賞を受賞されました。
管打７重奏（前列左から）
コルネット　　　小山紗矢華さん、清水貴弘さん、　
アルトホルン　　新田理子さん、　打楽器　　　　山本美紅莉さん
チューバ　　　　増井玲貴さん、　トロンボーン　二階堂瑞穂さん、
ユーフォニウム　健名真衣さん、　　

��������	
��
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　2月１４日から計6回に分けてＩＴ講習会が、教育文
化センターパソコン研修室で行われました。
　パソコンの普及に伴い、今回の「エクセルの基本
操作」には、定員の16人を超える申し込みがあるほ
どの人気で、参加者の方々も指導者のことばに真剣
に耳を傾け操作を覚えていました。

� � � � � � � � 	
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　２月４日、町内砺波地区の本家、富山県砺波市から交流
使節団（藤森栄次助役、松本恒美市議会議長　他５名）が
来町し、一足早い春の香り漂うチューリップを届けてく
れました。
　プリンセスチューリップ（土田　恵さん）も同行し、砺
波神社、常照寺などを見学され、砺波町会、富山県人会の
方々と交流を深めました。
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　教育文化センター (学務課・社会教育課) �45－2361
　海洋センター �45－4600　給食センター�45－2368　すみれ幼稚園�45－4157
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　教育委員会では、町内で活動している各団体
の作品を展示しております。
　展示を希望される方は、希望する月を教育委
員会社会教育課社会教育・スポーツ担当へ（�
４５‐２３６１）ご連絡ください。（展示スペースは、
たて1�５０�、よこ5�２０�です）

�����

　教育文化センター２階
　「作品展示コーナー」

�����

　毎月１日から１か月間
　(平成１７年４月～１８年３月までの間)
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　２月５日（土）、海洋センターにおいて
ウォーキングを通して気軽に行える健康
管理を図ることを目的に、ウォーキング
講習会が実施され、23名の方が参加し、4
グループに分かれて｢ウォーキング｣｢ス
トックウォーキング｣｢ストレッチ｣など
の実技を行い正しい歩き方の知識、姿勢
の指導を受け参加者は熱心に取組んでい
ました。

� � � � � � � � 	 
 �

▲２月に展示した書道同好会の作品

※端午の節句　陶芸教室のご案内
《カブト作り》
日　時　　3月２６日（土）・２７日（日）
　　　　　両日とも午前１０時～１２時
会　場　　栗沢町工芸館
　　　　　（美流渡東町48番地�４７－３３００）
定　員　　各１２名
参加料　　１，５００円（粘土代を含む）
申込み　　３月２３日（水）までに工芸館へ

� � � � � � � �

　2月19日（土）、ふるさとの森周辺にお
いて冬の健康・体力づくりを目的に「歩
くスキーの集い」が開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、初級5キロ、中
級7キロのコースを2３名の参加者が、雪
景色を眺めながら全員完歩し、爽やかな
汗をかきました。
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一般書

ユージニア　　　　　　　　　　恩田　陸
愛が理由　　　　　　　　　　　矢口　敦子
透明な歳月の光　　　　　　　　曽野　綾子
知っておきたいものしり科学　　ニュートンプレス／編

グランド・フィナーレ　　　　　阿部　和重

児童書 手で食べる？　　　　　　　　　森枝　卓士
もしゃもしゃちゃん　　　　　　マレーク・ベロニカ
おひめさまえんそくにいく　　　まだらめ三保
いちごムースでいつもの元気　　令丈　ヒロ子
ガ　オ　　　　　　　　　　　　田島　征三　

資料館・図書館
 １日（火）・８日（火）・１５日（火）・２０日
（春分の日）・２２日（火）・２９日（火）　　　
３１日（月末休館日）　

こども館
 ６日（日）・１３日（日）・２０日（春分の日）・
２１日（振替休日）・２７日（日）

栗沢町工芸館
 毎週月曜日・火曜日（月・火曜日が
  祝日の場合、翌日に振替える）

����
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　来夢２１ �45－2105

◎お話の会　　図書館お話の部屋
●３月２日（水）午前１０時３０分～
　＜スーおばさんのげんきサラダ＞他
●３月１０日（木）午後２時３０分～
　＜からからからが＞他
●３月１６日（水）午前１０時３０分～
　＜くまさんのおなか＞他
●３月２４日（木）午後２時３０分～
　＜カラスのはねはなぜくろい？＞他
◎来夢シアター　　図書館研修室
●３月１３日（日）午後１時～
　＜ブラザーフッド＞
　韓国ソウル。貧しくも幸せに暮らすふたりの兄弟の運命
を変える日が訪れる。１９５０年６月２５日。朝鮮戦争勃発！弟
だけは生きて帰したいと願う兄。そんな兄の姿に反発する
弟。悲愴な戦争に翻弄される兄弟を主人公に、朝鮮戦争の
悲劇を描く。韓国映画の歴史を塗り替えた衝撃作！

◎こども映画会　　図書館研修室
●３月１２日（土）午前１０時３０分～
　＜ハットしてキャット＞
　ママは仕事にでかけて留守。サリーと兄のコンラッドは
おうちでお留守番。そこにやってきたのは、何でも出てく
る不思議なシルクハットをかぶったネコ。みんなが夢中に
なって遊んでいるうち、ママが帰ってくる時間に…。ひど
くちらかった部屋を、いったいどうすればいいの？ご家族
みんなで楽しめるファンタジー！
●３月２６日（土）午前１０時３０分～
　＜ワンピース　～呪われた聖剣～＞
伝説の美しい宝剣・七星剣と目もくらむようなお宝が隠され
ているというアスカ島に上陸したルフィ海賊団だったが、
ゾロがいなくなっていた！村を襲う海軍剣士の中にゾロを
みつけたが、ゾロは島の少女・マヤが持っていた三つの宝剣
を奪い去っていってしまった。いったいゾロの身の上に何
が起きたのか！？赤い満月の夜、すべてがわかる！！

���

◎きみがチャンピオン！ こども館プレールーム
＝いとまき＝
　２日（水）・９日（水）･１６日(水)・２３日（水）
　午後２時３０分～
◎みんなで遊ぼう！　　こども館プレールーム
　４日（金）　　紙ちぎり　～どっちが長い？～
　１１日（金）　　色紙遊び
　１８日（金）　　ドッジボール
　午後２時３０分～
◎みんなで作ろう！　こども館お話広場
＝牛乳パックで作ろう！＝
　《コロトン＝スマートボール》
　　２５日（金）午後１時３０分～

����

一般書
「日和佐川子ども日和」
　　　　　　　梅田　俊作
不登校や拒食症の子どもに向
き合い、彼らが自然や村人たち
とかかわっていく中で、生きる
力を掴んでいくさまを見守っ
ている絵本作家夫妻の物語。
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児童書
「のはらうたわっはっは」　
　　　くどうなおことのはらみんな
今年はのはら村がうまれて２０年目。こ
ぶたはなこさん、こりすすみえさん、
ふくろうげんぞうさん、こねずみしゅ
んくん…。くどうなおこが野原の詩人
たちといっしょに「のはらうた」をう
たいます。心がほかほかしてきますよ。

◎資料館体験事業
＝語り・くりさわの昔ばなし＝
★昔から語り継がれてきた先人の貴重な〝くりさわ
の昔ばなし〟に加え、〝日本の昔話〟も登場！
　３月１７日（木）午後２時３０分～　
　＜春を告げる鳥＞他
　　語り手　干場　洋美さん

���

こども館はどなたでも自由にご利用いただけます。
どうぞお気軽にお越しください。
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　フィブリノゲン製剤は、人の血液の成分を原料とした医薬品の一種で、かつては大量出血時の止血等の目的で、
特に昭和６３年６月以前は多くの医療機関で用いられていました。
　しかし、その当時、フィブリノゲン製剤の原料に混入した肝炎ウィルスを不活性化するための技術が十分でな
かったことから、平成６年以前に同製剤を投与された方は、肝炎ウィルスに感染している可能性が一般の方よりも
高いと考えられています。
　そのため、フィブリノゲン製剤を使用していた医療機関（全国で6,933件、北海道で384件）が公表されておりま
すので、同製剤を受けたと思われる方は、できるだけ早く医療機関を受診し、血液検査を受けてください。
　なお、あてはまる医療機関は、北海道保健福祉部疾病対策課の
ホームページ(http://www.pref.hokkaido.jp/hfukusi/hf-hyobo/index.html)に掲載しています。

　また、フィブリノゲン製剤を受けたかどうかは不明であるが、次に該当される方は、岩見沢保健所・栗沢町保健
福祉センターのいづれかで、肝炎ウィルス検査を受診されますことをおすすめします。

　平成6年以前に公表医療機関で治療を受け、次の�～�に該当される方
����妊娠中または出産時に大量の出血をされた方
����大量に出血をするような手術を受けた方
����食道静脈瘤の破裂、消化器系疾患、外傷などにより大量に出血された方
����がん、白血病、肝疾患などの病気で、「血が止まりにくい」と指摘を受けた方
����特殊な腎結石・胆石除去（結石をフィブリン塊に包埋して取り除く方法）、気胸での胸膜接着、
　　　腱・骨折片などの接着、血が止まりにくい部分の止血などの治療を受けた方

●岩見沢保健所(会場：岩見沢市８条西５丁目空知支庁内　保健所１階診断室)
　＜日程＞Ｈ１７/３/１４�、４/１１�、５/９�、６/１３�、７/１１�、８/８�、９/１２�、１０/１７�、１１/１４�、１２/１２�、
　　　　　Ｈ１8/１/１６�、２/１３�、３/１３�
　＜時間＞１０時から１１時
　＜料金＞Ｂ型肝炎 　　　　　　540円
　　　　　Ｃ型肝炎　　　　　　１,５８０円
　　　　　Ｂ型およびＣ型肝炎　１,８６０円
　＜予約＞すべて事前に予約が必要です。検査を希望する場合は、岩見沢保健所までお問い合わせください。
　
●栗沢町保健福祉センター（栗沢町南本町３０番地）
　＜日程、時間＞　６月以降の基本健診実施日にあわせて実施します。
　　　　　　詳しい日程・時間は、広報４月号の折込みチラシをご覧ください。
　＜料金＞①　平成１７年度中(平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日の間)に４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳になる
　　　　　　方は、無料
　　　　　�　①に該当しない方は、
　　　　　　　Ｂ型肝炎　　　 　  450円
　　　　　　　Ｃ型肝炎　　　　2,000円　
　　　　　　　※Ｃ型肝炎は、結果により精密検査が必要となりますので、さらに費用がかかる場合があります。
　＜予約＞基本健診の予約開始と同時に予約を開始します。広報４月号の折込みチラシをご覧ください。
　
●公表医療機関
　　日程、料金、肝炎ウィルス検査の実施の有無などについては、各医療機関ごとに異なりますので、各医療機
　関に直接にお問い合わせ下さい。

　公表されている医療機関を知りたいなど肝炎ウィルス検査に関するお問い合わせは、岩見沢保健所（�２３－２２３１
　内線３６４１）または、栗沢町保健福祉センター（�４５－３７１１）までご連絡ください。
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●ツベルクリン反応検査（５５１）
　３月２２日（火）　保健福祉センター　　１３：００～１３：３０
●BCG予防接種（５５１）
　３月２４日（木）　保健福祉センター　　１３：００～１３：３０
●乳児・１歳児健康診査（５６１）
　３月３日（木）　保健福祉センター　　８：３０～１０：３０
●すくすく親子相談
　３月３日（木）　保健福祉センター　　１３：３０～１５：３０
●１歳6か月児健康診査（５６２）
　３月９日（水）　保健福祉センター　　１３：３０～１４：００
●３歳児健康診査（５６２）
　３月９日（水）　保健福祉センター　　１３：００～１３：３０
●健康づくり相談（５８０）
　３月１０日（木）　美流渡西町会館　　　１４：００～１５：００
　３月２９日（火）　万字福祉センター　　１３：３０～１４：３０
●すこやか教室（５８１）
　３月１0日（木）　美流渡西町会館　　　１３：００～１４：００
　３月２９日（火）　万字福祉センター　　１２：３０～１３：３０
●ふれあい（要介護予防）教室（５８２）
　３月４日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００
　３月１１日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００
　３月１８日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００
　３月２５日（金）　保健福祉センター　　１１：００～１６：００

●心の健康相談
　眠れない・何ごとにも自信がなく、やる気がしない・
人に会いたくない・物忘れがひどいなど、痴呆の症状があ
る・お酒を飲み、日常生活に支障をきたしているなど、
心の病気について心配な方、悩んでいる方なら、どなた
でも、どんなことでも相談を受けられます。
相 談 日　３月１７日（木）
受付時間　午後１時～３時
場　　所　北海道岩見沢保健所　診断室・多目的研修室
　　　　岩見沢市８条西５丁目（空知支庁合同庁舎１階）
担　　当　精神科医師・保健師
（電話予約制）岩見沢保健所 子ども・保健推進課
　　　　　� 0126-23-2231(内367９・３６７７・３６７８) 
※予約の受付時間は、相談日前日の午前中までとなりま
す。相談日以外でも、随時、相談を受けていますので、ど
うぞ気軽にお電話ください。
■休日在宅当番医
３月６日（日）　長沼内科消化器科　　長沼01238-2-5333
３月１３日（日）　栗山赤十字病院　　　栗山01237-2-1015
３月２０日（日）　牧野内科医院　　　　由仁01238-3-2020
３月２１日（土）　池内内科クリニック　長沼01238-8-2155
３月２７日（日）　町立長沼病院　　　　長沼01238-8-2321

��������		���������

くらしのテレホンガイド�45－3301
（　　）はサービスコードの番号です

　昭和５９年２月から家庭医療の実践を目指し、美流渡
診療所を委託開業され、地域医療に貢献された楢戸健
次郎診療所所長が、３月にご勇退されます。
　美流渡診療所開設後、同じ志を持つ医師の方々も増
え、平成３年に医療法人健伸会を設立、岩見沢東町ク
リニックを開設し、理事長に就任後も美流渡診療所長
を続けられていました。
　この度、６０歳を迎える事もあり、学生の頃からの目
標としていた家庭医療・家庭医の実践については、若い
先生たちにバトンタッチをし区切りをつけ、もう一つ
の目標であった海外医療に今年の５月から携わる予定
となりました。
　楢戸先生は、美流渡での診療生活を振り返り、次の
ように話されています。
　『家庭医実践の願いは、地域医療のためにできる限り
のことをしなければならないこと、家庭医が地域に受
入れられること、グループ診療を確立することの３点
にあり、当初は、入院施設建設の希望が多かったが、通
院・往診による家庭医の役割を理解してもらうのに時
間を要しました。
　グループ診療についての願いも、現在５人の先生方
とやってこられ、人口千人ぐらいのところで医療機関
があり当直に複数の医者がいてくれる、まあまあ恵ま
れた医療状況で引き継ぐことができるということにつ
ながっているので、グループ診療というのも良かった
のでないかと考えています。
　１人で始めた頃は、当直・外来の繰り返しで精神的・
肉体的には疲れたが、町の方々の応援や住民の方の協
力もあり、楽しく診療を続けられ、国際学会・海外医
療ボランティアにも参加できる恵まれた環境にもあり、

医者としてそんなに苦労はなかったと思っています。
　美流渡・万字地区は、旧炭鉱地域でとても結束力があ
り、家庭医療についても受入れやすい、仕事のしやす
い場所で、地域全体が大きな病院のようでした。
　医者の顔は代わっても、同じ気持ちでやってくれる
医者にバトンタッチしていけるということなので、安
心してもう１つの仕事の方に向うことができることか
ら寂しさはないですが、これからもグループ診療の体
制を確保していくことは大切です。』

　今後は、NGO（民間ボランティア団体）の派遣で地
域医療の分析、保健医療アドバイザーとして３年間の
予定でネパールに向われるそうです。
　健康に十分注意をされ、益々ご活躍されることをご
期待申し上げます。

��������������������������		

����



広報くりさわ ３月号 ��

����

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
１
月

１
日
現
在
で
作
成
す
る
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
限　

３
月
９
日�
ま
で

▼
縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）

　

昨
年
の
敬
老
の
日
に
喜
寿
（　
７７

歳
）
と
米
寿
（　

歳
）
を
迎
え
ら

８８

れ
た
方
に
敬
老
祝
品
と
し
て
贈
呈

し
た
栗
沢
ス
タ
ー
カ
ー
ド
会
と
美

流
渡
商
店
会
の
商
品
券
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
方
は
、

お
忘
れ
な
く
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限　

３
月　

日�
３１

　

栗
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　
　

名
程
度

１０

▼
応
募
資
格

・
１
９
４
４
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
（
原
則
と
し
て
）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
持

及
び
自
家
用
車
持
込
み
可
能
な
方

・ 
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
級

ま
た
は
２
級
の
有
資
格
者

・ 
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
（
祝

日
を
含
む
）
勤
務
可
能
な
方

▼
応
募
方
法
及
び
申
し
込
み
期
限

　

町
社
協
備
え
付
け
の
履
歴
書

（
自
署
）
に
各
種
資
格
及
び
運
転

免
許
証
（
写
し
）
を
添
付
し
、
３

月　

日（
金
）　

ま
で
に
栗
沢
町
社

１１
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
」
内
）

へ
本
人
が
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。（�
　
４５

�
４
８
８
８
）

　

本
年
１
月　

日
か
ら
札
幌
法
務

３１

局
に
お
い
て
も
、
成
年
後
見
登
記

証
明
書
（
登
記
事
項
証
明
、
登
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
）
の

交
付
事
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

証
明
書
の
交
付
窓
口
の
住
所
及

び
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〒
０
６
０�
０
８
０
８

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１

�
１　

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
内

��
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

　

内
線
２
１
６
７
又
は
２
１
６
２

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

●
弥
生
ヶ
丘　

一
般
世
帯
用　

　
　
　
　
　
　

３
L
D
K　

１
戸

●
募
集
期
限　

３
月　

日�
３１

　

な
お
、
応
募
資
格
及
び
家
賃
な

ど
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
建
築
・

都
市
計
画
担
当
、
ま
た
は
、
美
流

渡
支
所
・
万
字
連
絡
所
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

４
月
４
日�
か
ら

４
月　

日�
ま
で

１５

▼
受
験
資
格　

●
１
級　

７
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方　

●
単
一
等
級　

３
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
方　

●
２
級　

２
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方　

●
３
級　

半
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方
、ま
た
は
、該
当
す
る

科
目
で
職
業
訓
練
・
高
等
学
校
・
短

期
大
学
・
大
学
・
各
種（
専
修
）学
校

（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限
る
）の

在
校
生
を
含
む

▼
実
施
職
種　

造
園
、鉄
工
、と
び
、

建
築
板
金
な
ど

▼
そ
の
他　

受
検
資
格
が
緩
和
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、経
験
年
数
の

短
縮
・
免
除
及
び
実
施
職
種
、受
検

手
数
料
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
当
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

地
元
技
能
協
会
ま
た

は
中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
内　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協

会　

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
６

番　

号
２３

�
0
1
2
5�
　�
1
8
8
0　

24

�
0
1
2
5�
　�
5
2
6
1

23

　

町
で
は
、「
広
報
く
り
さ
わ
」
を

毎
月
１
回
、
日
本
全
国
に
お
送
り

す
る
「
ふ
る
さ
と
通
信
」
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

故
郷
を
離
れ
た
家
族
や
友
人
に
、

栗
沢
の
様
子
を
お
知
ら
せ
す
る
に

は
広
報
誌
が
最
適
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
会
費
（
通
信
料
）
１
、
５
０
０

円▼
会
員
期
間　

１
年
間
（
広
報
誌

を　

ヶ
月
お
送
り
し
ま
す
）

１２
（
但
し
、
合
併
成
立
の
際
は
、
平

成　

年
3
月
号
ま
で
の
送
付
を
予

１８
定
し
て
い
ま
す
。）

▼
申
込
方
法　

役
場
振
興
課
企

画
・
広
報
担
当
へ
会
費
を
添
え
て

直
接
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
郵
便
局
か
ら
郵
便
振
替

で
払
い
込
み�
�
�
�
��

�
�

�
�
��

��

�
�
�
��
�
�

�
��
�
�
�
�
�
	


に
よ
り

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
振
興
課
商
工
観

光
・
企
業
立
地
・
広
報
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広報くりさわ ３月号��

＝
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入
や
法

文
の
現
代
語
化
な
ど
を
実
現
＝

　

平
成　

年
6
月
、
第
1
5
9
回

１６

国
会
で
「
不
動
産
登
記
法
案
」
が

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
電
子
政
府
の
実

現
と
い
う
政
府
全
体
の
政
策
、
そ

し
て
現
在
す
で
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
が
進
ん
で
い
る
登
記
事
務
の
実

状
な
ど
を
背
景
と
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
片
仮
名
文
語
体
で
記
さ

れ
て
い
た
法
文
を
現
代
語
化
す
る

と
と
も
に
、
法
文
全
体
の
構
成
の

整
理
を
行
い
、
分
か
り
や
す
い
法

律
に
し
ま
し
た
。
施
行
日
は
、
平

成　

年
3
月
7
日
で
す
。

17

　

主
な
改
正
点
は
、
不
動
産
登
記

の
申
請
方
法
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
方
法
と
書
面
を
登
記
所

に
提
出
す
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
書
面
の
提
出
に
よ
る
申

請
の
場
合
で
も
、
登
記
所
に
出
頭

せ
ず
郵
送
等
を
利
用
し
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、

個
別
に
指
定
さ
れ
た
登
記
所
に
お

け
る
申
請
手
続
か
ら
順
次
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

新
し
い
不
動
産
登
記
法
は
、
不

動
産
登
記
が
、
そ
の
正
確
性
を
確

保
し
た
上
で
、
国
民
に
と
っ
て
よ

り
便
利
な
制
度
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
法
務

局
（
支
局
・
出
張
所
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局　

�
0
1
2
6�
2
2�
0
6
1
9

　

平
成　

年
度
国
税
専
門
官
を
募

１７

集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格　

１　

昭
和　

年
4
月
2
日
〜
昭
和

５３

　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

５９２　

昭
和　

年
4
月
２
日
以
降
生

５９

ま
れ
で
大
学
を
卒
業
及
び
平
成　
18

年
3
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み

の
方
又
は
人
事
院
が
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

▼
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　

4
月
1
日�
〜
4
月　

日�
１５

※
受
験
申
込
書
は
で
き
る
だ
け
郵

送
（
配
送
記
録
）
に
し
て
く
だ
さ

い
。
4
月　

日
消
印
有
効
）

１５

▼
受
験
申
込
書
請
求
先　

最
寄
の

国
税
局
又
は
人
事
院
地
方
事
務
局

▼
受
験
申
込
書
提
出
先　

札
幌
国
税
局

▼
第
1
次
試
験
日
及
び
試
験
地　

６
月　

日�
１２

札
幌
市
、
仙
台
市
、
秋
田
市
等

▼
第
２
次
試
験
日
及
び
試
験
地　

７
月　

日�
〜
7
月　

日�
の
4

２５

２８

日
間
の
う
ち
指
定
す
る
日

札
幌
市
、
仙
台
市
、
秋
田
市
等

▼
第
1
次
試
験
合
格
発
表
日

７
月
５
日�

▼
最
終
合
格
発
表
日

８
月　

日�
３０

▼
詳
細
に
つ
い
て
の
照
会
先

札
幌
国
税
局
人
事
第
二
課
人
事
専

門
官
（
採
用
担
当
）
〒
０
６
０�

０
０
４
２
札
幌
市
中
央
区
大
通
西

１
０
丁
目（
札
幌
第
二
合
同
庁
舎
）

�
0
1
１�
2
３
１�
５
０
１
１

　

第　

回
く
り
っ
こ
発
表
会
を
開

14

催
い
た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月　

日�
１３

　

開　

場　

午
後
1
時

　

開　

演　

午
後
1
時　

分
３０

▼
と
こ
ろ　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

研
修
室

▼
曲　

目　

お
は
な
し
ゆ
び
さ
ん
、

あ
っ
た
ら
い
い
な
、
九
ち
ゃ
ん
音

頭
ほ
か

▼
劇　

赤
ず
き
ん

▼
入
場
料　

無　

料

▼
問
合
せ
先　

栗
沢
手
話
の
会

田
利
フ
ミ
（�
　
�
４
３
６
１
）

４５

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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募集区画　　７区画　
賃貸料　　　年額２４万円
　　　　　　（４月末までに納付していただきます。）
　　　　　　３００㎡の土地に２５㎡のラウベ（小屋）が
　　　　　　付いた農園です。
利用期間　　平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日
※ラウベ使用に係る光熱水費及び電話料は実費を徴
収します。
※月３回以上は、ラウベに滞在し、農園を利用できる
方に限ります。
申込期限　　３月１１日（金）まで
　　　　　　（郵送の場合は当日消印有効）
申込書に必要事項を記入し押印の上、下記へ申し込み
ください。
※　使用希望者が公募区画数を超えるときは、抽選に
より決定します。
※　詳しくは、土里夢館におたずねください。

��������	

募集区画　　１０区画　３４～５０㎡
賃貸料　　　１㎡当たり２００円
　　　　　　（４月末までに納付していただきます。）
利用期間　　平成１７年４月１日～平成１７年１１月３０日
※耕起して、苗などを植えられる状態でお貸しします。
※農用具は無料で使用できます。
申込期限　　申込書に必要事項を記入し押印の上、
　　　　　　下記へ申し込みください。
（電話申込可）
※ 申込が公募区画数に達したときは、募集を終了し
ます。
※ 詳しくは、土里夢館におたずねください。

　栗沢クラインガルテン滞在型・日帰り型市民農園の利用者を募集します。
　栗沢クラインガルテンでは、４月から使用できる滞在型市民農園、日帰り型市民農園の
利用者を次のとおり募集します。

申込先（問合せ先）　
　　　　〒０６８－０１１１
　　　　空知郡栗沢町字由良５６３番地５
　　　　栗沢クラインガルテン 土里夢館
　　　　電話　３４－２１５０　FAX　３４－２１５１
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●第３号被保険者の特例が実施されます。⇒【届出の窓口は、岩見沢社会保険事務所です】
　・第３号被保険者（厚生年金保険等に加入する方の被扶養配偶者）の届出が遅れると、２年
　以上前の期間は、「保険料未納」となっていましたが、届出をすることにより、さかのぼって
　第３号被保険者期間として取り扱われるようになります。
　　また、将来その分の年金を受け取ることができるようになります。
　※すでに届出をしている方は、改めての届出は必要ありません。
　※該当する方であって年金受給中の方は、年金額が増額となる場合がありますが、この年金額
　の改定は、社会保険庁において実施するため、届出は必要ありません。
●特別障害給付金制度が始まります。
　・国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情で、障害基礎年金等を受給していない障
　害者に対して福祉的措置を講じる観点から給付金の支給を行う制度です。
◇対象者は
　・平成３年３月以前の国民年金任意加入対象者であった学生
　・昭和６１年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金保険等に加入していた方の配偶
　者であって、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の１・２級
　相当の障害の状態にある方です。
※請求書の受付は、平成１７年４月１日から住所地の役場で受付を開始いたします。
※給付金を請求する方は、平成１７年４月中に請求書を提出してください。
（給付金の支給は、請求書を受付した月の翌月からとなります。）　　　　　　　　　　　　　　
　　　
「お問合せ先」・岩見沢社会保険事務所(�31-1165)・役場住民課戸籍・年金担当(�45-2411）
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国民年金などの年金制度の改正が順次実施されます。
【平成１７年４月からの主な変更点】
●国民年金保険料が変更になります。
　平成１７年４月から平成１８年３月までの国民年金保険料は、月額１３,５８０円です。
●保険料の口座振替割引制度が拡充されます。
　・前納を口座振替にすると割引額が増えます。
　・月々の口座振替に早割（当月保険料の当月末引落し）制度ができました。

前　　　　納月々口座振替
【早　　割】月々口座振替月々現金納付納付方法

口　座　振　替現　金　払

1年分　159,540円
（3,420円お得）

半年分
80,550円 × ２ 回
（1,860円お得）

1年分　160,070円
（2,890円お得）

半年分
80,820円 × ２ 回
（1,320円お得）

毎月の保険料が
４０円割引

（４８０円お得）
13,580円×12月分=162,960円保険料

H１７年３月３１日まで
に社会保険事務所で
の登録が完了してい
る必要があるため、
お早めに申込みを。

4月に郵送されてく
る納付書で５月２日
までに金融機関等の
窓口で支払う。

申込みをすると
翌月末の初回は
２ヶ月分となる
が、その後は当
月分は当月末の
引落しとなる。

口座振替の申込
みをすると、当
月分は翌月末の
引落しとなる。

４月に郵送され
てくる納付書で
納期内に金融機
関等の窓口で支
払う。

支払い
方法

【お申込み先】岩見沢社会保険事務所・各金融機関窓口
　　※すでに口座振替で前納されている方は、届出の必要はありません。
　　・半額免除の場合は、通常の口座振替となります。
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人事院では、平成17年度中に次の採用試験を行う予定です。
詳細につきましては、下記事務所にお問い合わせください。

返信用封筒の形切手（1部の場合）試験名

角形２号

（Ａ４版）

140円
� 種 ・ � 種
労 働 基 準 監 督 官
法 務 教 官

120円国 税 専 門 官
200円航 空 管 制 官
120円� 種

140円

海上保安学校学生（特別）
海 上 保 安 学 校 学 生
海 上 保 安 大 学 校 学 生
刑 務 官
入 国 警 備 官
皇 宮 護 衛 官
気 象 大 学 校 学 生

200円航 空 保 安 大 学 校 学 生

試　験　日受付期間受　験　資　格試　験　名

１次　5.1�4.1�～4.8�
ｓ47.4.2～ｓ59.4.1生まれの方
ｓ59.4.2以降生まれでＨ18.3大学卒業見
込みの方

国 家 公 務 員 採 用 � 種

大
　
学
　
卒
　
業
　
程
　
度

１次　6.12�

4.1�～4.15�

ｓ53.4.2～ｓ59.4.1生まれの方
ｓ59.4.2以降生まれでＨ18.3大学卒業見
込みの方

国 税 専 門 官

１次　6.12�
ｓ51.4.2～ｓ59.4.1生まれの方
ｓ59.4.2以降生まれでＨ18.3大学卒業見
込みの方

労 働 基 準 監 督 官

１次　6.19�4.13�～4.22�
ｓ51.4.2～ｓ59.4.1生まれの方
ｓ59.4.2以降生まれでＨ18.3大学・短大又
は高専卒業見込みの方

国 家 公 務 員 採 用 � 種

１次　6.12�4.1�～4.15�
ｓ51.4.2～ｓ59.4.1生まれの方
ｓ59.4.2以降生まれでＨ18.3大学・短大又
は高専卒業見込みの方

法 務 教 官

１次　9.25�7.19�～8.2�
ｓ51.4.2～ｓ59.4.1生まれの方
ｓ59.4.2以降生まれでＨ18.3大学・短大又
は高専卒業見込みの方

航 空 管 制 官

１次　9.4�6.21�～6.28�ｓ59.4.2～ｓ63.4.1生まれの方
ｓ60.4.2～ｓ63.4.1生まれの方（税務）国 家 公 務 員 採 用 � 種

高
　
等
　
学
　
校
　
卒
　
業
　
程
　
度

１次　9.18�

7.19�～8.2�

ｓ51.4.2～ｓ63.4.1生まれの方刑 務 官
１次　9.25�ｓ57.4.2～ｓ63.4.1生まれの方入 国 警 備 官
１次　9.25�ｓ57.4.2～ｓ63.4.1生まれの方皇 宮 護 衛 官

１次　9.25�
ｓ60.4.2以降生まれでＨ18.3高校・中等教
育学校・高専３学年課程修了卒業見込み
の方

航 空 保 安 大 学 校 学 生

１次　5.2２�4.1�～4.8�ｓ56.4.2以降生まれでＨ18.3高校・中等教
育学校卒業、高専３学年課程修了の方海上保安学校学生（特別）

１次　9.25�7.19�～8.2�
ｓ57.4.2以降生まれでＨ18.3高校・中等教
育学校・高専３学年課程修了卒業見込み
の方

海 上 保 安 学 校 学 生

１次　

10.29�・30�
8.25�～9.6�

ｓ60.4.2以降生まれでＨ18.3高校・中等教
育学校・高専３学年課程修了卒業見込み
の方

海 上 保 安 大 学 校 学 生

１次　

10.29�・30�

ｓ60.4.2以降生まれでＨ18.3高校・中等教
育学校・高専３学年課程修了卒業見込み
の方

気 象 大 学 校 学 生

申込用紙等の請求
　　各試験の申込用紙と受験案内は、申込用
　紙等請求先に請求してください。
　　なお、郵便で請求する場合は、「必要額の
　切手をはったあて先明記の返信用封筒」を同
　封してください。
問い合わせ先
　人事院北海道事務局（�011-241-1248）
　〒060-0042　札幌市中央区大通西12丁目
　（ホームページ　
　　　　　　http://www.jinji.go.jp/hokaido/)

申込用紙等の請求
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　毎年この時季、栗沢町ではご家庭や職場等のホーム
タンクからの灯油の流出事故が数件報告されています。
　屋根等からの落雪によりホームタンクが倒れたり、
破損したり、また雪の重みにより配管が抜け落ちてし
まったりということが主な原因です。
　次のことを今一度点検し、灯油の流出事故を防ぎま
しょう。
　・ホームタンクはしっかりと固定されていますか？
　　また、傾いたりしていませんか？
　　→　地震の揺れ等により倒れパイプが抜けたり、
　　　ゲージ等から油が流出する可能性があります。
　・タンク本体や配管ジョイント等に破損や著しい腐
　　食はありませんか？
　　→　破損や腐食、ジョイントのゆるみから油が漏
　　　れでてくる可能性があります。
　・灯油の減りが異常に早くないですか？
　　→　燃焼器具のゴムホース、コック、屋内外の配
　　　管、ホームタンクのストレーナ、ジョイント等
　　　から油が漏れている可能性があります。
　灯油の流出を発見したら、または『何か油臭いな～』、
『何か灯油の減りが早いな～』等、何かおかしいと
思ったら直ちに消防署までご連絡ください。

平成１６年度
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平成１７年�月�日(火)  午後１時００分～午後３時４５分
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主催　栗沢町農業活性化推進協議会
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　軽自動車税は、毎年４月１日現在軽自動車等を所有して
いる方に１年分課税されます。（４月２日以降に廃車や名
義変更してもその年度分は納税しなければなりません。）
　使用していなかったり、すでに廃棄処分されていても申
告しなければ平成１７年度も課税されることになりますので
３月中に手続きしてください。

� � �� � � � � � �

役場住民課税務担当
美流渡支所
万字連絡所

原動機付自転車(１２５�以下)
及び小型特殊自動車

栗 沢 町
ナンバー

北海道運輸局札幌陸運支局
　札幌市東区北２８条東１丁目
　�０１１－７３１－７１６５

二輪の小型自動車(２５０�超)

札 幌
ナンバー 札幌地区軽自動車協会

　札幌市北区新川５条２０丁目１
　番２０号
　�０１１－７６８－３９５５

二輪の軽自動車(１２５�超
２５０�以下)
及び四輪の軽自動車

★廃車･名義変更･住所変更等をする際は、登録･申請手続等を下記
の場所で行ってください。

※手続きに必要なものについては、各手続き先へお問い合わせください。
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　3月は道税の納税推進強調月間です！
　　　　　　～納税はお済みですか～
　道では、道税の滞納解消のため、「道税確保特別
対策本部」を設置して、道税の滞納整理に取り組ん
でいますが、空知支庁でも、3月を自動車税及び個
人事業税の納税推進強調月間と定め、滞納整理の強
化を図ります。
　まだ、道税の支払いがお済みでない方は、至急納
税しましょう。
　なお、3月２４日は「全道一斉夜間納税窓口」を全
道の支庁及び道税事務所で開設しますので、昼間お
忙しい方は、この機会にご利用ください。
�夜間納税窓口　3月24日（木）
場　所　空知支庁税務部納税課
　　　　18時から21時まで開設
　　　　岩見沢市8条西5丁目　�23-2231
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　ＰＲＴＲ制度は、事業者の適切な化学物質の管理を促
し、環境汚染を未然に防ぐため、事業所から環境に排出
される有害な化学物質の排出量を事業者自らが把握して、
国に届け出る制度です。次の要件に該当する事業者の方
は、平成１６年度の排出量を届け出てください。
　詳しい内容は、空知支庁環境生活課又は道庁環境保全
課へお尋ねください。

対象物質　トルエン、ベンゼン、ダイオキシン類など３５４
　　　　　種類の化学物質
対象事業者①燃料小売業、製造業、廃棄物処理業など２３
　　　　　　業種を含む事業者
　　　　　②常用雇用者数が２１人以上の事業者
　　　　　③年間１トン（発ガン物質は０.５トン）以上の
　　　　　　対象化学物質を取り扱う事業者など
届出期間　平成１７年４月１日～平成１７年６月３０日
届出先　　空知支庁環境生活課（複数の支庁に届出なけ
　　　　　ればならない場合は道庁環境保全課でも可）
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.pref.hokkaido.jp/kseikatu/
　　　　　ks-kkhzn/prtr/
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６日　栗沢保育園おゆうぎ会
　　　（午前９時３０分・町民センター）
　�　栗沢町手をつなぐ育成会同窓会
　　　（午前１１時・栗沢小学校）
８日　栗沢町奨励賞・農業振興奨励賞贈呈式
　　　（午前１１時・町民センター）
　�　農業総合講習会
　　　（午後１時・町民センター）
10日　栗沢町老人クラブ連合会「文化の集い」
　　　（午前10時・町民センター）
　�　心配ごと相談・行政相談
　　　（午後１時～３時・町民センター）
11日　栗沢中学校卒業式（午前１０時・同校）
　�　美流渡中学校卒業式（午前１０時・同校）
13日　第14回くりっこ発表会
　　　（午後１時30分・教育文化センター）
16日　すみれ幼稚園修了式（午前10時・同園）
18日　栗沢小学校卒業式（午前9時３０分・同校）
　�　美流渡小学校卒業式（午前１０時・同校）
　�　ガーデニング講座
　　　（午後１時30分・町民センター）
20日　美流渡なかよし園修了式
　　　（午前１０時・同園）
22日　心配ごと相談
　　　（午後１時～３時・美流渡支所）
23日　栗沢保育園卒園式（午前９時３０分・同園）
25日   心配ごと相談
　　　（午後1時～３時・万字連絡所）
26日　国際交流フォーラム
　　　(午後１時30分・町民センター）
28日　学童保育所入所説明会
　　　（午後６時３０分・来夢２１こども館）

１日　美流渡保育所入園式（午前10時・同園）
６日　栗沢小学校入学式（午前10時・同校）
　�　栗沢中学校入学式（午後１時・同校）
７日　美流渡小学校入学式（午前10時・同校）
　�　栗沢保育園入園式（午前9時30分・同園）
８日　美流渡中学校入学式（午前１０時・同校）
11日　すみれ幼稚園入園式（午前10時・同園）
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■インターネット/http://www.dosanko.co.jp/kurisawa ■Eメール　kurisawa@dosanko.co.jp

　2月の節分に初孫（仲田悠希くん）の百日の写真
が届きました。
　元気な桃太郎、鬼を退治！

写真提供　　美流渡栄町　伊藤美恵子さん

　栗沢町文化財保護委員会（稗田武四郎委員長）では、
このほど「栗沢の昔ばなし第２集」と「栗沢探訪とそ
の後」の２冊を発行しました。
　「栗沢の昔ばなし第２集」は平成１３年に教育委員会
が発行した「栗沢の昔ばなし」に掲載しきれなかった
話や、新たに採話した３４話が集められています。
　「栗沢探訪とその後」は平成１１年発行の「栗沢探訪」
の補遺版で、その後調査したり、新たに確認された史
跡が紹介されています。
　これらの冊子は、学校や関係機関に配置するほか、
来夢２１図書館でご覧いただけます。また２冊とも発
行部数は僅かですが、ご希望の方には無料で配布い
たします。
　お問い合わせは来夢２１まで。
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このページは皆さんが
参加して作るページです。
風景、花、まちの話題など栗沢町に
関係した話題がありましたら
ご提供ください。
■作品の送付先
（持参可、写真はお返しします。）
〒068-0194栗沢町東本町21番地
　栗沢町役場振興課
　　商工観光・企業立地・広報担当
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　1月２９・３０日に栗沢町工芸館で行われた「ひな人形
作り」に6組の親子が参加され、それぞれに特長のあ
るかわいらしいひな人形ができあがりました。
　各作品は、展示されませんが、各親子の家庭で大切
に飾られるていることでしょう。
　次回は「カブト作
り」を予定しています
ので皆さんのご参加
をお待ちしています。

　　　栗沢町工芸館


